
質疑席から手を挙げる
伊豆倉雄太県議

　
伊
豆
倉
議
員　
近
年
の
大
規

模
風
水
害
等
の
発
生
状
況
を
踏

ま
え
、
日
頃
の
側
溝
清
掃
や
除

草
が
肝
心
だ
と
思
う
が
、
令
和

7
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

の
県
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
県
土
整
備
部
長　
県
管
理

道
路
で
は
、
安
全
で
円
滑
な
交

通
を
確
保
す
る
た
め
、
雑
草
の

繁
茂
等
に
よ
り
見
通
し
が
確
保

で
き
な
い
箇
所
の
除
草
は
も
と

よ
り
、
地
域
の
方
々
の
要
望
な

ど
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
側
溝
清

掃
や
不
法
投
棄
さ
れ
た
ゴ
ミ
の

撤
去
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
　
特
に
防
草
対
策
と
し
て
、
中

央
分
離
帯
で
は
、
コン
ク
リ
ー
ト

打
設
を
原
則
と
し
、
路
肩
や
道

路
法
面
で
は
、
土
地
利
用
の
状

　
伊
豆
倉
議
員　
大
地
震
は
寒

い
時
期
に
多
く
、
風
雨
災
害
は

暑
い
時
期
に
集
中
し
て
い
る
。
何

れ
も
厳
し
い
気
候
の
頃
で
停
電

は
命
に
直
結
す
る
と
言
え
る
。

　
停
電
の
長
期
化
防
止
策

　
災
害
時
の
停
電
の
長
期
化
を

防
ぐ
た
め
、
平
時
に
お
け
る
予

防
伐
採
が
重
要
と
考
え
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
取
組
は
ど
う
か
。

　
防
災
危
機
管
理
部
長　
森

登
半
島
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
地

震
も
危
惧
さ
れ
、
県
の
取
組
は

更
に
加
速
し
な
い
と
い
け
な
い
と

感
じ
る
。
そ
こ
で
伺
う
。

　
令
和
7
年
度
予
算
の
重
点

　
防
災
県
千
葉
の
確
立
に
あ
た

り
、
令
和
7
年
度
予
算
で
重
視

し
た
点
は
何
か
。

　
知
事　
令
和
7
年
度
の
予
算

編
成
に
お
い
て
は
、
防
災
行
政

無
線
の
強
靭
化
や
、
避
難
環
境

の
改
善
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
に
加
え
、
能
登
半
島
地

震
の
教
訓
を
踏
ま
え
た
自
主
避

難
所
の
整
備
や
備
蓄
を
強
化
す

る
孤
立
集
落
対
策
の
ほ
か
、
迅

速
な
被
災
者
支
援
に
向
け
た
シ

ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
デ
ジ
タ
ル

化
の
推
進
を
重
視
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
着
実
に
進

め
、
防
災
力
の
向
上
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。　

　
7
年
度
の
新
た
な
取
組

　
伊
豆
倉
議
員
　
令
和
7
年

度
の
新
た
な
取
組
は
ど
う
か
。

　
知
事　
7
年
度
の
新
た
な
取

況
や
地
元
の
意
見
を
踏
ま
え
、

コン
ク
リ
ー
ト
打
設
や
防
草
シ
ー

ト
等
で
対
策
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
新
た
に
整
備
す
る
道
路

に
お
い
て
も
、
同
様
の
対
策
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

　
既
に
防
草
対
策
を

行
っ
て
い
る
と
の
こ
と

だ
が
、
防
草
シ
ー
ト
や
土
砂
の

撤
去
に
加
え
、
側
溝
清
掃
や
除

草
等
の
更
な
る
予
算
の
拡
充
を

要
望
す
る
。

　
対
策
が
必
要
な
道
路
法
面

　
伊
豆
倉
議
員　
土
砂
崩
れ
の

発
生
な
ど
対
策
が
必
要
な
道
路

法
面
は
、
県
管
理
道
路
に
ど
の

く
ら
い
あ
る
の
か
。
ま
た
、
点

検
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
県
土
整
備
部
長　
県
管
理
道

路
で
対
策
が
必
要
な
法
面
は
、

こ
れ
ま
で
の
点
検
結
果
か
ら
、

急
峻
な
地
形
に
お
い
て
変
状
が

み
ら
れ
る
法
面
な
ど
、
4
1
0

箇
所
と
なって
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
緊
急
輸
送
道
路

で
崩
壊
が
発
生
し
た
場
合
に
迂

組
と
し
て
は
、
住
家
被
害
認
定

調
査
や
罹
災
証
明
書
発
行
を
迅

速
化
す
る
被
災
者
支
援
シ
ス
テ

ム
の
導
入
や
県
の
防
災
情
報
シ

ス
テ
ム
と
内
閣
府
の「
新
総
合

防
災
シ
ス
テ
ム
」を
連
携
さ
せ

た
情
報
収
集
体
制
の
強
化
、
災

害
リ
ス
ク
な
ど
を
音
声
で
案
内

す
る
視
覚
障
害
者
向
け
の
ハ

ザ
ー
ド
マッ
プ
の
導
入
、
被
災
し

た
学
校
の
早
期
再
開
に
向
け
た

「
災
害
時
学
校
支
援
チ
ー
ム
」

を
派
遣
す
る
た
め
の
体
制
整
備

な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
自
主
防
災
組
織
の
役
割

　
伊
豆
倉
議
員
　
近
年
、
共

助
の
要
で
も
あ
る
消
防
団
や
各

地
域
の
自
主
防
災
組
織
の
役
割

は
非
常
に
大
き
く
な
っ
て
い
る

が
、
そ
の
役
割
を
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

行
政
の
責
任
重
大

災害から県民守れ
２月県議会・予算委員会２月県議会・予算委員会

　
市
原
市
選
出
で
3
期
目
の
伊
豆
倉
雄
太
県
議
は
、

2
月
県
議
会
・
予
算
委
員
会
で
総
括
質
疑
に
立
ち
、

近
年
激
甚
化
す
る
災
害
対
策
に
絞
っ
て
様
々
な
観
点

か
ら
当
局
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を

お
伝
え
し
ま
す
。

け
た
。
最
近
で
は
10
年
に
１
度
、

百
年
に
1
度
と
言
わ
れ
る
豪
雨

災
害
が
あ
っ
た
り
、
昨
年
の
能

　
伊
豆
倉
議
員　
災
害
は
近

年
、
激
甚
化
し
て
お
り
、
令
和

元
年
に
は
我
が
県
も
被
害
を
受

平
時
か
ら
対
策
を

　
防
災
危
機
管
理
部
長　
自

主
防
災
組
織
は
、
平
時
に
お

い
て
は
地
域
住
民
へ
の
防
災

知
識
の
普
及
・
啓
発
活
動
等

を
、
ま
た
、
災
害
時
に
は
出

火
防
止
や
初
期
消
火
、
声
を

掛
け
合
っ
て
の
避
難
誘
導
や

避
難
所
運
営
へ
の
参
画
等
の

役
割
を
担
っ
て
お
り
、
共
助

の
要
と
な
る
組
織
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

要望

林
整
備
事
業
の
中
で
重
要
イ
ン

フ
ラ
施
設
周
辺
の
伐
採
に
取
り

組
ん
で
い
る
ほ
か
、
倒
木
に
よ
る

停
電
を
防
ぐ
た
め
に
電
力
事
業

者
と
締
結
し
た
協
定
に
基
づ
き
、

優
先
し
て
伐
採
す
べ
き
箇
所
を

選
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
電

力
事
業
者
や
関
係
部
局
と
連
携

し
な
が
ら
、
予
防
伐
採
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
伊
豆
倉
議
員
　
取
組
を
進
め

る
上
で
の
課
題
は
ど
う
か
。

　
防
災
危
機
管
理
部
長　
予

防
伐
採
を
進
め
る
に
あ
た
り
①

自
治
体
や
電
力
事
業
者
な
ど
各

関
係
者
間
の
役
割
や
費
用
負
担

に
つい
て
整
理
さ
れ
て
い
な
い
②

土
地
・
樹
木
の
所
有
者
と
の
調

整
に
時
間
を
要
す
る
―
こ
と
な

ど
が
課
題
と
なって
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
電
力
事
業
者
と

は
費
用
負
担
や
重
要
箇
所
の
実

施
に
つい
て
協
議
を
継
続
し
て
お

り
、
ま
た
、
国
に
対
し
て
役
割

分
担
及
び
費
用
負
担
の
在
り
方

等
を
示
す
な
ど
必
要
な
支
援
を

行
う
よ
う
要
望
し
て
い
ま
す
。

　
道
路
閉
塞
時
の
取
組

　
伊
豆
倉
議
員
　
災
害
時
の
道

路
啓
開
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

　
県
土
整
備
部
長　
道
路
閉

塞
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
緊

急
車
両
の
通
行
に
必
要
な
幅
員

を
確
保
す
る
た
め
、
関
係
機
関

と
連
携
し
、
支
障
物
の
除
去
を

行
う
な
ど
、
早
期
に
道
路
啓
開

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
能
登
半
島
地
震
の
被

災
状
況
を
踏
ま
え
、
昨
年
９
月

に
千
葉
県
道
路
啓
開
計
画
を
策

定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
発
災

時
の
速
や
か
な
道
路
機
能
の
確

保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

回
が
困
難
と
な
る
90
箇
所
に
つ

い
て
、
令
和
6
年
度
6
月
補
正

で
必
要
な
予
算
を
確
保
の
上
、

点
検
を
実
施
し
て
お
り
、
年
度

内
に
完
了
す
る
予
定
で
す
。

　
限
ら
れ
た
予
算
の
中

で
、
優
先
順
位
を
つ
け

る
こ
と
は
重
要
だ
と
理
解
す
る

が
、
特
に
そ
の
道
路
し
か
な
い

場
合
に
は
、
点
検
の
結
果
、
早

急
に
着
手
し
て
ほ
し
い
。

　
災
害
発
生
時
の
対
応

　
伊
豆
倉
議
員
　
実
際
に
災
害

が
発
生
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
の
か
。

　
県
土
整
備
部
長　
災
害
が
発

生
し
た
場
合
、
ま
ず
は
、
道
路

要望

利
用
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
通
行
止
め
な
ど
必
要
な
措

置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
必
要

に
応
じ
て
迂
回
路
を
設
置
し
、

道
路
利
用
者
へ
の
周
知
を
図
り

ま
す
。

　
そ
の
後
、
原
因
究
明
や
対
策

工
の
検
討
に
必
要
な
調
査
・
設

計
を
行
う
と
と
も
に
、
適
宜
、

道
路
利
用
者
への
情
報
発
信
を

行
い
つ
つ
、
早
期
の
復
旧
に
向

け
、
対
策
工
事
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
多
く
の
箇
所
で
対
策

が
必
要
で
あ
る
と
わ

か
っ
た
の
で
、
早
急
な
対
策
と

予
算
の
拡
充
を
要
望
す
る
。

要望

防
災
県
・
千
葉

停
電
対
策

道
路
対
策
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伊
豆
倉
議
員　
近
年
の
降
雨

は
、温
暖
化
の
影
響
も
あ
り
、ゲ

リ
ラ
豪
雨
や
線
状
降
水
帯
の
影

響
で
、短
期
で
予
想
を
上
回
る

降
水
量
が
あ
り
、ま
た
長
期
化

し
て
い
る
。令
和
元
年
や
一
昨

年
の
降
雨
も
、あ
と
少
し
で
越

水
す
る
よ
う
な
河
川
が
あ
っ
た

と
思
う
。

　

一
度
氾
濫
す
れ
ば
、県
民
の

生
命
と
財
産
が
脅
か
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
の
が
、河
川
を
中

心
と
し
た
災
害
だ
。事
前
の
備

え
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

護
岸
の
整
備
、早
急
に

能
登
の
教
訓
生
か
せ

　
県
土
整
備
部
長　
こ
の
事
業

債
は
、昨
年
12
月
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
国
の
地
方
財
政
対
策
に

お
い
て
、事
業
期
間
を
令
和
11

年
度
ま
で
5
年
間
延
長
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
伊
豆
倉
議
員
　
近
年
の
災
害

状
況
を
踏
ま
え
、堆
積
土
砂
の

撤
去
な
ど
河
川
管
理
に
必
要
な

予
算
の
拡
充
が
必
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　
県
土
整
備
部
長　
近
年
、激

甚
化・頻
発
化
す
る
災
害
の
状

況
を
踏
ま
え
、河
川
整
備
と
と

も
に
、河
川
の
流
下
能
力
を
確

保
す
る
た
め
の
堆
積
土
砂
の
撤

去
な
ど
は
大
変
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、引
き
続
き
、必
要
な
予

算
の
確
保
に
努
め
つつ
、河
川
の

適
切
な
維
持
管
理
を
行
って
ま

い
り
ま
す
。

と
なって
お
り
ま
す
。
こ
の
う
ち

35
の
集
落
で
は
、
港
湾
施
設
の

被
災
に
よ
る
海
上
交
通
の
途
絶

も
要
因
と
なって
い
ま
す
。

　
伊
豆
倉
議
員
　
孤
立
す
る
可

能
性
が
あ
る
集
落
の
数
が
多
い

地
域
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
防
災
危
機
管
理
部
長　
孤

立
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ

た
5
3
2
地
域
は
、地
域
別
で
は
、

君
津
地
域
が
1
7
9
、
次
い
で

夷
隅
地
域
が
1
3
6
、
安
房
地

域
が
1
2
5
、
千
葉
・
市
原
地

域
が
5
0
と
なって
い
ま
す
。

　
平
時
の
具
体
的
取
組

　
伊
豆
倉
議
員
　
平
時
に
県
が

実
施
す
る
孤
立
集
落
対
策
の
具

体
的
内
容
は
ど
う
か
。

　
防
災
危
機
管
理
部
長　
孤

立
集
落
の
発
生
等
に
備
え
、
今

年
度
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
物
資

輸
送
等
に
関
す
る
協
定
を
新
た

に
締
結
し
た
ほ
か
、
緊
急
輸
送

道
路
に
お
け
る
法
面
の
緊
急
点

検
や
、
市
町
村
が
実
施
す
る
備

蓄
の
強
化
等
の
孤
立
集
落
対
策

への
財
政
支
援
も
行
って
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
孤
立
集
落
発
生
の
把
握

　
伊
豆
倉
議
員　
孤
立
集
落
の

発
生
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て

い
く
の
か
。

　
防
災
危
機
管
理
部
長　
市

町
村
や
警
察
、
消
防
、
自
衛
隊

な
ど
の
関
係
機
関
や
県
の
リ
エ
ゾ

ン
等
か
ら
の
情
報
に
加
え
、
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
や
災
害
対
策
本
部
職

員
に
よ
る
現
地
確
認
に
よ
り
、

孤
立
集
落
の
把
握
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　
伊
豆
倉
議
員　
孤
立
化
が
長

期
に
わ
た
る
ケ
ー
ス
を
想
定
し

た
取
組
も
検
討
す
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

　
防
災
危
機
管
理
部
長　
孤

立
が
長
期
化
す
る
場
合
、空
路
・

海
路
を
利
用
し
た
救
出
救
助
や

水
・
食
糧
等
の
物
資
輸
送
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
日
頃
か
ら
関
係
機
関
と
連

携
を
密
に
す
る
と
と
も
に
、
民

間
事
業
者
等
と
ド
ロ
ー
ン
に
よ

る
物
資
輸
送
に
関
す
る
協
定
を

締
結
す
る
な
ど
の
取
組
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
伊
豆
倉
議
員
　
孤
立
化
を

想
定
し
た
防
災
訓
練
の
見
込
み

は
ど
う
か
。

　
防
災
危
機
管
理
部
長　
九

都
県
市
合
同
防
災
訓
練
や
災
害

対
策
本
部
の
図
上
訓
練
な
ど
に

お
い
て
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る

救
出
救
助
の
ほ
か
、
ド
ロ
ー
ン
や

船
舶
を
活
用
し
た
物
資
輸
送
な

ど
、
孤
立
化
を
想
定
し
た
訓
練

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
様
々
な
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
し
て
い
る
と

の
こ
と
だ
が
、
能
登
の
教
訓
を

千
葉
に
も
生
か
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
伊
豆
倉
議
員　
現
在
の
河
川

整
備
等
は
、ど
の
よ
う
な
考
え
方

で
予
算
配
分
し
てい
る
のか
。

　
県
土
整
備
部
長　
本
県
の
河

川
整
備
について
は
、
時
間
50㎜
相

質
疑
席
で
発
言
す
る
伊
豆
倉
雄
太
県
議

君津が最多179、千葉・市原が50
災害時の孤立可能集落・県が調査

孤
立
集
落
対
策

河
川
管
理

河
川
整
備

　
伊
豆
倉
議
員　
県
は
昨
年
、

孤
立
可
能
集
落
が
5
百
か
所
を

超
え
る
と
発
表
し
、
大
き
な
衝

撃
を
与
え
た
。
地
元
の
道
路
が

崩
落
し
、
緊
急
時
の
輸
送
や
不

安
、
見
通
し
の
立
た
な
い
不
便

は
、
予
想
を
越
え
る
も
の
が
あ

り
、
更
に
孤
立
化
と
な
る
と
、

想
像
を
絶
す
る
も
の
が
あ
る
。

　
孤
立
に
繋
が
る
原
因
分
析

　
ま
ず
、
災
害
時
に
孤
立
す
る

可
能
性
が
あ
る
地
域
に
つ
い
て
、

孤
立
に
繋
が
る
主
な
要
因
を
ど

の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
か
。

　
防
災
危
機
管
理
部
長　
昨

年
２
月
に
実
施
し
た
調
査
の
結

果 

、
災
害
時
に
孤
立
す
る
可

能
性
が
あ
る
と
さ
れ
た
5
3
2

の
全
て
の
集
落
で
は 

、
土
砂
災

害
や
液
状
化
、
津
波
に
起
因
す

る
道
路
の
途
絶
が
孤
立
の
要
因

　
10
年
間
の
危
険
河
川

　

過
去
10
年
間
に
お
け
る
、氾

濫
の
起
こ
る
恐
れ
が
あ
る
水
位

を
超
過
し
た
河
川
の
状
況
は
ど

う
か
。

　

県
土
整
備
部
長　
県
で
は
、

59
河
川
に
お
い
て
、洪
水
に
よ
り

相
当
の
家
屋
浸
水
等
の
被
害
を

生
ず
る
恐
れ
が
あ
る「
氾
濫
危

険
水
位
」等
を
設
定
し
て
お
り
、

こ
の
う
ち
、過
去
10
年
間
に
当

該
水
位
を
超
過
し
た
の
は
、養

老
川
な
ど
27
河
川
と
なって
い
ま

す
。
　
伊
豆
倉
議
員　
今
年
度
が
最

終
年
度
と
な
る
緊
急
浚
渫
推
進

事
業
債
の
状
況
は
ど
う
か
。

当
の
降
雨
に
対
し
て
、
安
全
に
流

下
可
能
と
な
る
よ
う
護
岸
等
の

整
備
を
行
う
計
画
を
策
定
し
て

お
り
、
概
ね
20
年
か
ら
30
年
間
で

完
了
で
き
る
よ
う
予
算
を
配
分

し
て
お
り
ま
す
。

　
護
岸
等
の
整
備
工
期

　
伊
豆
倉
議
員
　
護
岸
等
の
整

備
は
、もっと
工
期
を
早
く
で
き

ない
も
の
な
のか
。

　
県
土
整
備
部
長　
河
川
の
整

備
は
、
上
下
流
な
ど
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
慮
し
な
が
ら
、
段
階
的

に
整
備
を
行
う
た
め
、
完
成
ま

で
に
一
定
の
期
間
を
要
し
ま
す

が
、
近
年
の
台
風
や
豪
雨
に
よ

る
災
害
の
頻
発
化
、
激
甚
化
も

踏
ま
え
、
早
期
に
治
水
効
果
を

発
現
で
き
る
よ
う
、
河
道
改
修

や
調
節
池
の
整
備
を
着
実
に
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
伊
豆
倉
議
員
　
重
点
的
に
予

算
を
投
入
す
べき
河
川
は
、ど
の

よ
う
な
河
川
な
のか
。

　
県
土
整
備
部
長　
人
口
や
資

産
が
集
中
す
る
地
域
の
河
川
や
、

浸
水
被
害
が
発
生
し
た
河
川
な

ど
につい
て
、
重
点
的
に
治
水
対

策
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
伊
豆
倉
議
員　
河
川
整
備
等

に
関
す
る
予
算
は
ど
の
よ
う
に
推

移
し
てい
る
のか
。

　
県
土
整
備
部
長　
河
川
や
ダ

ムの
整
備
に
関
す
る
予
算
は
、
当

初
予
算
で
比
較
す
る
と
、
10
年

前
の
平
成
27
年
度
の
約
93
億
円

に
対
し
て
、
令
和
6
年
度
は
約

1
6
1
億
円
と
なって
お
り
、
直

近
10
年
間
で
約
1
・
7
倍
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　
行
政
の
一
番
の
役
目

は
、県
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
こ
と
だ
と
思
う
。で

あ
れ
ば
、河
川
の
維
持
管
理
、

河
川
改
修
へ
の
十
分
な
予
算
の

配
分
を
要
望
す
る
。

要望 要望

事
前
の
備
え
が
重
要
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